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人間は自発的に本を読む人と、そうでない

人とに二極化されるというが、それならば私

は本を読む側に分類されるだろう。大学生に

なってからは、読まなければならない本が多

くなり、さしあたって読む必要のない本を手

にすることは少なくなってしまった。どんな

に忙しくとも本を読む時間は工夫すれば作れ

るはずで、反省しきりである。

本を読む人も読まない人も、誰もが大学生

活のなかで少なからずお世話になるのが図書

館だろう。文学部に所属している私は、現在

改修中の大宮図書館をよく利用している。こ

の春に第一次段階の移動が終了したが、改修

前後のあまりの変わりように、戸惑っている

利用者も多いに違いない。夏は暑く冬は寒い

と評判だった以前の書庫には、入り口に「極

寒注意！」の張り紙があり、寒さのあまり鳩

が凍死した逸話など、今では懐かしいものと

なってしまった。普段は人影まばらな閲覧室

が、テスト前や卒論提出シーズンになると満

員状態。そんな中で数々の正念場を乗り切っ

てきた私にとって、大宮図書館は思い入れの

深い場所となっている。今は改修工事のため

不便さを感じるところもあるが、以前よりも

快適で充実した図書館になり、新たな思い出

の場所となるだろう。

さて皆さんは、知りたい情報を得るために

何を利用されているだろうか。インターネッ

トを利用することが多いのではないだろう

か。そうでなくとも最近では、さまざまなも

のがデジタル化され、キーワードを入力しさ

えすれば、簡単に情報を引き出せるようにな

った。しかしこの方法では、あくまでも入力

した内容に該当する情報しか引き出すことが

できず、それ以上のものを引き出す「偶然」

はあまり期待できないと私は思う。

例えば端末機で本を探す時に、キーワード

の入力を一字間違っただけで、あるはずの本

が検索できないという経験はないだろうか。

そこでは「ある」のに「ない」と安易に判断

してしまう可能性がある。電子辞書では、入

力した単語しか表示されない。そこでは本来、

辞書のページをめくっていた過程が省略され

ることにより、その間にあったかもしれない

必要な情報がカットされてしまう可能性があ

る。ところが、本を探して実際に本棚に向か

ってみると、目的の本以外にも収穫があった

り、偶然返本台に置かれていた本が意外にも

自分にとって必要な本だったりする。また実

際に辞書をめくってみると、その前後のペー

ジで偶然ヒントが見つかり、そこから正しい

答えが見つかることもある。もちろん機械か

らの情報は迅速で確実であるが、それだけで

は不充分なこともあるというのが、私の経験

からくる教訓である。

世の中には、一見必要のないように思える

ことの中に、自分が必要としているものが隠

れていることがある。そんな機会を持つため

には実際に図書館に足を運んでみるのもひと

つの方法だろう。また図書館には利用の仕方

もさまざまある。本を読む人もそうでない人

も、自分の視野を広げアンテナをめぐらす場

所としてぜひ活用してもらいたい。最後に、

図書館の側も、利用者の要望にこたえるだけ

でなく、積極的に多種多様な情報を発信して

いく発想を持ってもらいたい。

（文学研究科修士課程2年　中岡　志乃）

次号（４月発行予定）に掲載するエッセー（600字～650字）
を募集します。本や図書館をテーマにしたものであれば、
なんでも結構です。
※採用された方には図書券を差し上げます。詳しくは各図書館カ

ウンターまで。
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図書館と私
松井　賢一（学術情報センター長）

『仏涅槃図
ぶつね は ん ず

』
涅槃図は釈尊入滅の場面を表すもの

で、日本では古くは法隆寺五重塔内塑像

として作成されたものがある。この涅槃

図は長方形の画面中央にある沙羅双樹の

下、金色に輝く釈尊が左手を伸ばし、頭

北面西右脇を下に身を横たえ、目を閉じ

ている。枕頭では、諸菩薩が釈尊の涅槃

を見守り、脇や足元では、梵天・帝釈天

をはじめ仏弟子や動物までも悲嘆の表情

をあらわしている。 （大宮図書館所蔵）

図書館でまず思い出すのは、小学校の高学年の頃、
町の図書館でかくれんぼなどをして遊んだことです。
私の友達は家族とともに、ご両親の勤めている図書
館の建物の中に住んでおりました。戦後の混乱期を脱
し切れていないときで、そのような何となくいい加減
なところがあったのだと思います。学校がひけると、
その友達のところに遊びに行き、図書館の書庫に通じ
る戸を開けて、書庫の中に入りかくれんぼなどをして
遊んだのです。しかし、おかげで、小さな図書館であ
ったこともあり、ある程度、どの書棚にどんな本が置
いてあるかがわかるようになりましたし、江戸川乱歩
の少年探偵団のような本を書庫の中で読んだりしまし
た。その頃から学校の成績がよくなりましたが、これ
にはこの図書館での読書ともう一つの理由があったよ
うに思います。それは、担任の先生が、これも戦後の
混乱期のせいか、後でわかったのですが、左翼の転向
者で、レベルの高い授業を勝手にやっていたことに接
したことです。小学校を出る頃には、中学3年ぐらい
の代数はわかるようになり、またよくわからないなが
ら、石川啄木の歌集を読んだりしていました。
中学、高校の頃には、図書館には、受験勉強で通い

ました。大学に入ってからは、大学図書館を利用する
ようになりましたが、何となく、授業のために利用し
ているといった感じでした。社会に出てからは、古い
文献を見る時に、国立図書館に行ったりしました。カ
ード式の文献目録の中から本・資料を探し、受付に渡

して、それを待つ間も結構待たされ、ずいぶん不便な
ところだと思いました。そこへ行くと最近の図書館は、
コンピューターで目指す本や資料が簡単に探し出せる
ようになり、ずいぶん便利になったものだと思います。
龍谷大学に入ってからは、統計書・学術雑誌が充実

している社会科学研究所の資料室をよく利用するよう
になりました。また、龍谷大学には、それまで日本史
の教科書のなかでしかお目にかかれなかったような、
貴重な古典籍がたくさんあることにびっくりするとと
もに誇りに思いました。他の大学の図書館も折にふれ
て利用させてもらいましたが、やはり一流大学の図書
館は立派だなと思いました。
本年（2005年）4月からは、学術情報センター長

を仰せつかり、また本大学が私立大学図書館協会の会
長校に当たるということで同協会の会長となりまし
た。大学を取りまく厳しい状況の中で、大学図書館は、
効率化や合理化に追われていますが、その一方で電子
媒体情報への対応等の難しい課題を抱えております。
私は、図書館業務というのは、専門性と熟練を必要
とされるところが、これからもなくなるどころか、一
層増大してゆくと見ています。合理化を進めることに
ついては、やむを得ない点もあると思いますが、同時
に、後で後悔することのないように、計画的にそのよ
うな人材を育ててゆくことが重要であるという思いを
強くしています。
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検索する方が間違いが少ないでしょう。例えば、「社

会福祉小六法」等を活用し、自分の書きたい領域の

法律や制度等について、変わっていないか、またい

つ変わったのかについて整理しましょう。「社会福

祉小六法」は、比較的安価で小さくカバンに入りや

すいものですので、できれば毎年購入することをお

勧めします。もし無理でも卒業論文の執筆が必要な

学年の学生は、最新の「社会福祉小六法」を最低限

購入することが必要でしょう。ミネルヴァ書房の

「社会福祉小六法」は、制度の変化が見やすく、値段

も手ごろですのでお勧めです。本書利用の手引きに

は、平成17年度版から新たに収録した法令等や、平

成16年度中に大幅な改正があった主な法律等につ

いて明記されています。また変更になった年度につ

いて「点線」や「実線」を利用し、本文中にも表示さ

れています。

全国社会福祉協議会から出版されている「月刊福

祉」等の雑誌を活用し、新しい社会福祉の動向を確

認し、そこから必要な資料を検索することもひとつ

の方法です。たとえば、「月刊福祉」の9月号は、特集

として「ケアマネジメント再考」というテーマで新

しいケアマネジメントの考え方についてのレポー

トが掲載されています。また「障害者自立支援法

（案）、介護保険制度におけるケアマネジメント等の

動向」等についても資料として提示してくれていま

す。

授業において教授が説明する内容をきちんと理

解しておくことも、資料収集に役立つでしょう。ま

た日ごろから新聞等をよく読む習慣をつけておく

ことも必要です。もっとも新しい情報は新聞から入

手できることも多いです。

日々の努力を積み重ね、必要なテーマに沿った資

料収集に努め、将来社会福祉の専門職を目指す人は

その基礎に、違った道に進む人は福祉的な素養を身

につけることが出来るような、レポート・論文を作

成していただければと思います。

大 学生活の中で求められるレポートや論文等

の作成の際、資料を検索することが必要と

なってきます。その資料の探し方について、今回は

「社会福祉」のレポートや論文を書くためにという

テーマで述べていきます。もちろん他領域の人につ

いても共通点がありますので参考にしていただけ

たらと思います。

インターネットの普及やデータベースの充実に

よって、資料を検索することは随分簡単になりまし

た。データベースを検索すれば、キーワードを入力

するだけで世界中の情報を瞬時に入手することが

可能です。

しかし便利になった反面、今度は莫大な資料の中

から、必要な情報を選択するという技術が必要とな

ってきました。レポート・論文を作成する場合、最新

の資料を入手することが要求される時と、歴史的な

書物を紐解いてそこから新たな見地を導き出すこ

とが必要な場合とがあります。学問領域によっても

異なってくるでしょう。

戦後60年、わが国の社会福祉は、激動の時代に即

して変革されてきました。そのため社会福祉の場合

は、極端なことを言えば昨年書かれた資料でも、も

う古くて使えないということもあります。

社会福祉に関する資料を検索する際、その基盤と

なっている制度政策が、いつ変わったのかを見極め

る必要が出てきます。たとえば、障害者福祉の領域

は、2003年度から支援費制度が始まりました。その

ため障害者福祉領域の場合、3年前の資料を用いて

今日の障害者福祉について論じても、現状に合わな

いということが生じてきます。高齢者領域において

も、たとえば「高齢者の在宅生活」についての論文

を書くのであれば、介護保険制度が始まる前と始ま

った後で在宅生活をしている高齢者のサービスが

どのように変化したのか等を、制度の前後で資料を

整理し、論じていくことが必要となってきます。

まさに社会福祉の資料は「生もの」である場合が

多いとご理解下さい。

資料を入手する際は、まずは情報を整理した上で

黒川雅代子　短期大学部講師

『社会福祉小六法』 『月刊福祉』

小六法の一部拡大
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大宮図書館改修 
中間報告 
完成間近 !!

　入館ゲート 
深草・瀬田・深草図書館分室同様、入館ゲートを設
置しました。 

　　玄関ホール 
外側の自動ドアからホールに入ると、陶板が両サイ
ドにあります。これは、ベゼクリク壁画と呼ばれ、
ＮＨＫでも取り上げられた仏教壁画です。 

閲覧カウンター 　 
弧を描いた木製のカウンター。 

低く作られているため、 
座っておちついて相談ができます。 

 
中央階段・エレベーター 
中央の階段とエレベーターは、ガラス張りのデザ
インになっています。 

　　3Ｆ 
開架書架があり、閲覧席も多数あります。 
写真の書架は背が低く、バリアフリー化になって
います。 

　インターネットコーナー 
インターネット専用の円卓に５台、長机に５台の端
末が設置されています。 

　　4Ｆ 
雑誌書架が並ぶ４Ｆには、学習室各４部屋、閲覧
席、ソファーがあります。 

　3Fエレベーター  
３FのEVには、『平家物語』が記されています。 
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大宮図書館は、昭和11年(1936年)に地
上三階地下一階として建てられてから今日ま
で70年近くの長い風雪に耐えてきました。
今では国宝や重要文化財並びに本願寺歴代宗
主の蔵書を収集した写字台文庫（稀覯本を含
む貴重書を数多く収蔵）や大谷探検隊将来資
料等、65万冊を超える図書資料を収蔵する
国内有数の図書館となっています。
貴重な古典籍本の宝庫でもあります大宮図
書館が、2003年の夏から本格的な改修工事
に入り約2年が経ちました。今年12月末を
もって竣工の予定となっておりますが、現時
点で一部利用が可能となった大宮図書館をご
紹介したいと思います。

2005年9月末現在

このように、開館しながら改修工事を行い、
今年12月末の竣工に向けて、急ピッチで工
事が進んでおります。
学術情報センターでは、工事関係者と共に
出来る限り利用者への支障を最小限に留める
よう努力を致しております。しかしながら、
館内でのご利用にあたって、何かとご不自由
をおかけしております。利用者の皆様のご理
解とご協力を宜しくお願い致します。

学術情報センター事務部

茶谷　賢雄



3F

4F4F

3F

3F

大宮図書館改修 
中間報告 
完成間近 !!

　入館ゲート 
深草・瀬田・深草図書館分室同様、入館ゲートを設
置しました。 

　　玄関ホール 
外側の自動ドアからホールに入ると、陶板が両サイ
ドにあります。これは、ベゼクリク壁画と呼ばれ、
ＮＨＫでも取り上げられた仏教壁画です。 

閲覧カウンター 　 
弧を描いた木製のカウンター。 

低く作られているため、 
座っておちついて相談ができます。 

 
中央階段・エレベーター 
中央の階段とエレベーターは、ガラス張りのデザ
インになっています。 

　　3Ｆ 
開架書架があり、閲覧席も多数あります。 
写真の書架は背が低く、バリアフリー化になって
います。 

　インターネットコーナー 
インターネット専用の円卓に５台、長机に５台の端
末が設置されています。 

　　4Ｆ 
雑誌書架が並ぶ４Ｆには、学習室各４部屋、閲覧
席、ソファーがあります。 

　3Fエレベーター  
３FのEVには、『平家物語』が記されています。 

05LIBRARY NEWS04LIBRARY NEWS

大宮図書館は、昭和11年(1936年)に地
上三階地下一階として建てられてから今日ま
で70年近くの長い風雪に耐えてきました。
今では国宝や重要文化財並びに本願寺歴代宗
主の蔵書を収集した写字台文庫（稀覯本を含
む貴重書を数多く収蔵）や大谷探検隊将来資
料等、65万冊を超える図書資料を収蔵する
国内有数の図書館となっています。
貴重な古典籍本の宝庫でもあります大宮図
書館が、2003年の夏から本格的な改修工事
に入り約2年が経ちました。今年12月末を
もって竣工の予定となっておりますが、現時
点で一部利用が可能となった大宮図書館をご
紹介したいと思います。

2005年9月末現在

このように、開館しながら改修工事を行い、
今年12月末の竣工に向けて、急ピッチで工
事が進んでおります。
学術情報センターでは、工事関係者と共に
出来る限り利用者への支障を最小限に留める
よう努力を致しております。しかしながら、
館内でのご利用にあたって、何かとご不自由
をおかけしております。利用者の皆様のご理
解とご協力を宜しくお願い致します。

学術情報センター事務部

茶谷　賢雄



07LIBRARY NEWS06LIBRARY NEWS

大宅壮一氏は評論家であり、「恐妻」」「口コミ」「男の顔は履歴書

である」などの造語を生み出した新語づくりの名人でもありまし

た。また、資料の収集整理に力を尽し、雑誌や雑本約20万冊を収集

し、その資料室は「雑草文庫」と呼ばれていました。大宅氏の没後、

マスコミはじめ各界の協力により大宅壮一文庫が設立され、現在、

雑誌64万冊、書籍7万冊を誇る文庫となっています。

それらの蔵書が検索できるのが、大宅壮一文庫です。図書館に

は置いていない『関西ウォーカー』や、『オレンジページ』、『じゃ

らん』といった、一般週刊誌・女性週刊誌・ファッション雑誌など

様々な雑誌を検索することが可能です。「論文で調べている事項

が、一般雑誌でどれだけ取り上げられているか調べたい」「自分の

興味のある著名人が取り上げられている雑誌を調べたい」といっ

た要望に応えるデータベースです。

1988年から約394万件（2005.3現在）

書店などで目にする雑誌がほぼ網羅されている

月に1回約400誌1万数千件

簡単検索（フリーワード）

詳細検索（執筆者、発行日、記事種類、雑誌名、記事ジャンル）

分類別検索（人名、職業別人名、職業ジャンル、件名項目、件名キーワード）

学内でのみ利用可能

例えば、簡単検索で「郵政民営化」を入力すると、『月刊財団人』

『マンスリーウィル』『女性自身』『週間読売』『FRIDAY』などジャ

ンルを問わず、様々な雑誌が検索結果に上がります。

利用条件

検索方法

更新頻度

特　　徴

データ数

雑誌は書店で購入して読むもの、という常識を一新するデータ

ベースが「日経BP記事検索サービス」です。ビジネス、パソコン、

コンピュータなどを取り扱った38誌もの専門雑誌バックナンバ

ーが無料でダウンロードできます。また、更新が頻繁なため、雑

誌に必要な即時性も満たしています。「就職活動で業界の現状を

知りたい」「新しいパソコン購入の参考にしたい」「課題発表の根

拠資料を手軽に入手したい」といった要望に応えるデータベース

です。

日経BP社専門情報誌38誌のバックナンバー記事

日経ビジネス、日経ベンチャー、日経コンピュータ、

日経パソコン等

発行日から一週間以内に更新が行われ、毎月約

2000の記事を更新

キーワード検索、雑誌発行日検索、企業名検索

エキスパート検索（フリーワード設定、期間選択、雑誌選択）

テキスト形式、PDF方式の2種類でダウンロードが可能

学内のみ利用可能

記事のダウンロードはテキスト形式とPDF形式の2種類、記事

内容を論文や課題のレジュメに引用したい場合はテキスト形式、

課題発表の資料に使いたい場合は、グラフや図、写真の情報もあ

るPDF形式でダウンロードするとよいでしょう。

利用条件

検索方法

更新頻度

雑 誌 名

データ数

皆さんは図書館をどのように利用しますか。「通学途中に読む本を借りに」「課題に必要な資料を探しに」「就職活動の資料収集の

ため」と、様々な目的があると思います。それらの本や資料は、龍谷大学蔵書検索システムにキーワードを入力することで探し出す

ことができますが、みなさんが必要とするものは、龍大の図書館にある本や雑誌とは限りません。今回は他のデータベースにない

特徴を持つ「大
おお

宅
や

壮
そう

一
いち

文庫雑誌索引検索」と「日経BP記事検索サービス」を紹介します。今まで得ることのなかった情報や意外な発

見があるかもしれません。まずは時間が空いた時に、図書館や学内のパソコンを利用してみてください。

日経BP記事検索サービス
雑誌のバックナンバーが無料でダウンロード可能

F F F

学術情報雑誌の検索や論文の閲覧はこちらで

◆MAGAZINE PLUS…検索方法は『LIBRARY GUIDE 2005年度版』p. 22～

◆NII論文情報ナビゲータ CiNii［サイニイ］…学会誌や研究紀要の検索と、文献の

ダウンロードも一部可能になっています。

ここでも一般雑誌のダウンロードが可能

◆JapanKnowledge…『週刊エコノミスト』の記事の全文ダウ

ンロードが可能です。

◆出版社や雑誌名を検索…GoogleやYahoo!といった一般検索

エンジンで、直接出版社のHPにアクセスしてみてください。

バックナンバーが閲覧可能な場合があります。

Web OYA-bunko ログインページ

データベースのページへのアクセス方法

日経BP トップページWeb OYA-bunko トップページ

〈検索結果〉
〈大宅壮一文庫HP〉

〈検索結果〉

〈テキスト形式〉

〈PDF形式〉

─データベース編─ 
今までと少し違った図書館利用をしてみたい方に 

学術情報センター事務部  石丸  湖美 

大宅壮一文庫雑誌記事索引検索
他に類を見ない、一般雑誌の検索データベース
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人間は自発的に本を読む人と、そうでない

人とに二極化されるというが、それならば私

は本を読む側に分類されるだろう。大学生に

なってからは、読まなければならない本が多

くなり、さしあたって読む必要のない本を手

にすることは少なくなってしまった。どんな

に忙しくとも本を読む時間は工夫すれば作れ

るはずで、反省しきりである。

本を読む人も読まない人も、誰もが大学生

活のなかで少なからずお世話になるのが図書

館だろう。文学部に所属している私は、現在

改修中の大宮図書館をよく利用している。こ

の春に第一次段階の移動が終了したが、改修

前後のあまりの変わりように、戸惑っている

利用者も多いに違いない。夏は暑く冬は寒い

と評判だった以前の書庫には、入り口に「極

寒注意！」の張り紙があり、寒さのあまり鳩

が凍死した逸話など、今では懐かしいものと

なってしまった。普段は人影まばらな閲覧室

が、テスト前や卒論提出シーズンになると満

員状態。そんな中で数々の正念場を乗り切っ

てきた私にとって、大宮図書館は思い入れの

深い場所となっている。今は改修工事のため

不便さを感じるところもあるが、以前よりも

快適で充実した図書館になり、新たな思い出

の場所となるだろう。

さて皆さんは、知りたい情報を得るために

何を利用されているだろうか。インターネッ

トを利用することが多いのではないだろう

か。そうでなくとも最近では、さまざまなも

のがデジタル化され、キーワードを入力しさ

えすれば、簡単に情報を引き出せるようにな

った。しかしこの方法では、あくまでも入力

した内容に該当する情報しか引き出すことが

できず、それ以上のものを引き出す「偶然」

はあまり期待できないと私は思う。

例えば端末機で本を探す時に、キーワード

の入力を一字間違っただけで、あるはずの本

が検索できないという経験はないだろうか。

そこでは「ある」のに「ない」と安易に判断

してしまう可能性がある。電子辞書では、入

力した単語しか表示されない。そこでは本来、

辞書のページをめくっていた過程が省略され

ることにより、その間にあったかもしれない

必要な情報がカットされてしまう可能性があ

る。ところが、本を探して実際に本棚に向か

ってみると、目的の本以外にも収穫があった

り、偶然返本台に置かれていた本が意外にも

自分にとって必要な本だったりする。また実

際に辞書をめくってみると、その前後のペー

ジで偶然ヒントが見つかり、そこから正しい

答えが見つかることもある。もちろん機械か

らの情報は迅速で確実であるが、それだけで

は不充分なこともあるというのが、私の経験

からくる教訓である。

世の中には、一見必要のないように思える

ことの中に、自分が必要としているものが隠

れていることがある。そんな機会を持つため

には実際に図書館に足を運んでみるのもひと

つの方法だろう。また図書館には利用の仕方

もさまざまある。本を読む人もそうでない人

も、自分の視野を広げアンテナをめぐらす場

所としてぜひ活用してもらいたい。最後に、

図書館の側も、利用者の要望にこたえるだけ

でなく、積極的に多種多様な情報を発信して

いく発想を持ってもらいたい。

（文学研究科修士課程2年　中岡　志乃）

次号（４月発行予定）に掲載するエッセー（600字～650字）
を募集します。本や図書館をテーマにしたものであれば、
なんでも結構です。
※採用された方には図書券を差し上げます。詳しくは各図書館カ

ウンターまで。
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08 図書館の魅力 中岡　志乃（文学研究科修士課程）

図書館と私
松井　賢一（学術情報センター長）

『仏涅槃図
ぶつね は ん ず

』
涅槃図は釈尊入滅の場面を表すもの

で、日本では古くは法隆寺五重塔内塑像

として作成されたものがある。この涅槃

図は長方形の画面中央にある沙羅双樹の

下、金色に輝く釈尊が左手を伸ばし、頭

北面西右脇を下に身を横たえ、目を閉じ

ている。枕頭では、諸菩薩が釈尊の涅槃

を見守り、脇や足元では、梵天・帝釈天

をはじめ仏弟子や動物までも悲嘆の表情

をあらわしている。 （大宮図書館所蔵）

図書館でまず思い出すのは、小学校の高学年の頃、
町の図書館でかくれんぼなどをして遊んだことです。
私の友達は家族とともに、ご両親の勤めている図書
館の建物の中に住んでおりました。戦後の混乱期を脱
し切れていないときで、そのような何となくいい加減
なところがあったのだと思います。学校がひけると、
その友達のところに遊びに行き、図書館の書庫に通じ
る戸を開けて、書庫の中に入りかくれんぼなどをして
遊んだのです。しかし、おかげで、小さな図書館であ
ったこともあり、ある程度、どの書棚にどんな本が置
いてあるかがわかるようになりましたし、江戸川乱歩
の少年探偵団のような本を書庫の中で読んだりしまし
た。その頃から学校の成績がよくなりましたが、これ
にはこの図書館での読書ともう一つの理由があったよ
うに思います。それは、担任の先生が、これも戦後の
混乱期のせいか、後でわかったのですが、左翼の転向
者で、レベルの高い授業を勝手にやっていたことに接
したことです。小学校を出る頃には、中学3年ぐらい
の代数はわかるようになり、またよくわからないなが
ら、石川啄木の歌集を読んだりしていました。
中学、高校の頃には、図書館には、受験勉強で通い

ました。大学に入ってからは、大学図書館を利用する
ようになりましたが、何となく、授業のために利用し
ているといった感じでした。社会に出てからは、古い
文献を見る時に、国立図書館に行ったりしました。カ
ード式の文献目録の中から本・資料を探し、受付に渡

して、それを待つ間も結構待たされ、ずいぶん不便な
ところだと思いました。そこへ行くと最近の図書館は、
コンピューターで目指す本や資料が簡単に探し出せる
ようになり、ずいぶん便利になったものだと思います。
龍谷大学に入ってからは、統計書・学術雑誌が充実

している社会科学研究所の資料室をよく利用するよう
になりました。また、龍谷大学には、それまで日本史
の教科書のなかでしかお目にかかれなかったような、
貴重な古典籍がたくさんあることにびっくりするとと
もに誇りに思いました。他の大学の図書館も折にふれ
て利用させてもらいましたが、やはり一流大学の図書
館は立派だなと思いました。
本年（2005年）4月からは、学術情報センター長

を仰せつかり、また本大学が私立大学図書館協会の会
長校に当たるということで同協会の会長となりまし
た。大学を取りまく厳しい状況の中で、大学図書館は、
効率化や合理化に追われていますが、その一方で電子
媒体情報への対応等の難しい課題を抱えております。
私は、図書館業務というのは、専門性と熟練を必要
とされるところが、これからもなくなるどころか、一
層増大してゆくと見ています。合理化を進めることに
ついては、やむを得ない点もあると思いますが、同時
に、後で後悔することのないように、計画的にそのよ
うな人材を育ててゆくことが重要であるという思いを
強くしています。
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